
タンパク質分解酵素と抗酸化
酵素の活性が 健康で若々しい
体をサポート ◊

私たちの体内には酵素と呼ばれ
る無数のタンパク分子が存在し、 
生命エネルギーの維持と再生の 
ために働いています。人間だけで
なく、動物や植物でさえも、酵素な
しに生命を維持することはできま
せん。DNA上の遺伝情報でさえ、
ほとんどがこの小さなタンパク化
合物をつくる た め の 設 計 図 な の
です。酵素には、化合物を分解す
るもの (分解酵素)、合成するもの 
 (シンターゼ)、一部を転移させる
もの (トランスフェラーゼ)、細胞
にメッセージを伝えるためにアミ
ノ酸にリンを加えるもの (キナー
ゼ) など、役割によって実に様々な 
種類があります。 いずれも人間
の体温に適応しており、まばたき

する ほ ど の 間 に も 、複 雑 な 生 体
反 応 の特定の部分に働きかけ、触
媒として活躍しています。酵素の 
主な役割は、わずかな熱量で効率
よく 化 学 反 応 を ひ き お こ す こ
と で す 。酵素は化学反応を促進
しますが、それにより酵素自体が
変化したり消費されたりすること
はありません。一般にビタミンと
ミネラルが欠かせない栄養素だと
言われるのも、補酵素として働く
ためです。ビタミンやミネラルに
含まれる低分子化合物は、高分子
タンパク質である酵素と結合し、
触媒として特定の化学反応を良好
に行うのを助けています。環境物
質などに汚染されると、酵素の構
造が変わってしまい、本来の役割
を十分に果たせなくなってしまう
ことがあります。ビタミン不足や
ミネラ ル 不 足 も ま た 、酵 素 の 機

能 を 低 下させます。遺伝的な要素 
に よ り 、正 常 な レ ベ ル の 酵 素 が 
生成できないケースもあります。
いずれにせよ、ビタミンやミネラ
ルといった補因子を増やせば、 
酵 素 の 働 き が 向 上 し 、活 力 あ る 
健康な体づくりに役立ちます。 
たくさんの酵素が体内でつくら
れていますが、生の食品から摂取 
できる酵素もあります。従来、 
酵素や抗体といった高分子タン
パ ク質はそのままの形状では腸 
から吸収できないと考えられて
いましたが、最近の研究では抗体
や酵素が腸で吸収されていること
が報告されています。酵素は熱に 
弱く、好ましくない食事で活性を
失う性質があるため、全身の健康
維持に必要な量の酵素が合成・ 
摂取できているかどうか疑問視す
べき人はたくさんいるはずです。

人 間 の 体 の な か で １ 分 間 に ど れ ほ ど の 化 学 反 応 が 生 じ て い る か 、考 え て み た こ と は あ り
ま す か 。 実 は 文 字 通 り 、数 え き れ な い ほ ど の 化 学 反 応 が 起 こ っ て い ま す 。 そ し て 、そ の
す べ て の 化 学 反 応 で 酵 素 が 活 躍 し て い ま す 。 し か し 、酵 素 は 不 適 切 な 食 生 活 や 熱 で 簡 単
に 破 壊 さ れ て し ま い ま す 。 全 身 の 健 康 維 持 に 必 要 な だ け の 酵 素 が 確 保 で き て い な い 可
能 性 は 十 分 に あ る と 言 え る で し ょ う 。
ソ マ ザ イ ム な ら 、毎 日 手 軽 に 酵 素 を 補 給 す る こ と が で き ま す 。 ソ マ ザ イ ム は 、 
大 き な 分 子 を 細 か く 分 解 し 代 謝 す る と い う 体 本 来 の 働 き を 自 然 な 方 法 で サ ポ ー ト
し ま す 。 ソ マ ザ イ ム の 酵 素 は 、栄 養 面 か ら 体 の 活 力 を 支 え る と と も に 、抗 酸 化 物 質 を
助 け 、膵 臓 と 免 疫 系 の 健 康 を 促 進 し ま す 。◊

◊これらの記述内容についてはアメリカ合衆国FDA(食品および薬品管理局)の評価を受けておりません。本品はいかなる病気に対しても、その診断、治療、予防を目的としたものではありません。

ソマザイム 
健康で若々しい体をサポート 



ソマザイムとは？
ソマザイムには、ブタの膵臓由来
のパンクレアチン6X、卵白由来の 
リ ゾ チ ー ム 、パ パ イ ヤ 由 来 の パ
パイン、パイナップル由来のブロ
メラインなど、植物性・動物性の 
タンパク質分解酵素が高濃度で
含まれています。また、蚕の体内 
から発見されたバクテリアの発酵
作用によって生じる、セラペプタ
ーゼという酵素や、重要な抗酸化
物質、牛由来の酵素スーパーオキ
シドジムスターゼも配合されてい
ます。さらに、酵素の補因子とし
て働く重要なミネラルであるマグ
ネシウム、マンガン、亜鉛、抗酸化
ペプチドのグルタチオン、植物由
来のフラボノイド類 (ルチン、へ 
スペリジン、レモンビオフラボノ
イド)も同時に摂取できるようにな
っています。酵素の 活性を最大
限 有 効 な 状 態 に 保 つ た め 、コ ー 
ルドプロセス(低温製法)を採用し
ています。一部のアミノ酸と緩衝
剤を加えることにより、酵素が体内
で適切に利用できるようになっ
ているのも特長です。ソマザイム
の多様な酵素は膵臓から分泌され
るものと同様で、膵臓の働きを補助
します。また、酵素が自由に力を発
揮できる環境をつくるため、抗阻
害剤として機能する特定のアミノ
酸（L-リジン、L-グルタミン、L-ロ
イシン、L-アルギニン)も入ってい
ます。

ライフプラスの主なサプリメン
トと同様、ソマザイムも基材には 
独 自 開 発 の フ ァ イ ト ザ イ ム 
(PhytoZyme®)を使用しています。
ファイトザイムはバイオアベイラ
ビリティ(生物学的利用能)を高め
る植物性酵素と30種類以上の野菜
や果物、ハーブの天然成分をブレ
ンドしたもので、相乗効果を引き

出す補助的な植物性栄養素が詰
まって います。ソマザイムなら健康
的な代謝に役立つ 酵素を毎日手軽
に補給して、体の本来のタンパク
分解能力を促すことができます。

蚕がもたらす有益な酵素 

酵素は触媒として細胞内の生化学
反応を促進します。生物の多様な
生体反応のひとつひとつに特定の
酵素が関わっています。ある酵素
が反応する特定の原料化合物は
基質と呼ばれています。酵素はま
ず、基質と結びついて基質複合体
を形成し、反応を進めます。例え
ばショ糖(砂糖)を基質とするスク
ラ ーゼは、ショ糖を加水分解して
グルコース(ブドウ糖)とフルクト
ース(果糖)を生成します。

セラペプターゼとも呼ばれるセ
ラチオペプチタ ーゼは、ほと
んど副作用なしに関節の痛みを 
和らげる酵素として注目されて
います。

この酵素の由来は非常にユニーク
です。蚕の 消化管内に存在する
バクテリアが産生し、唾液に分泌 
されるのです。本来は蚕が羽化す
る際、繭を溶かす役割を担ってい
ます。この酵素は人間の細胞には
反応しません。従って、副作用が
生じないのです。

セラペプターゼはタンパク質分解
酵素の一種です。高分子タンパク
質を分解する酵素 は自然界に多数
存在し、動物、植物はもちろん、 
バクテリアや菌類にも認められま
す。人間のタンパク質分解酵素 
には、トリプシンやキモトリプシン
などがあり、食べ物に含まれるタン
パク質の消化を助けています。

フィブリンタンパク
タンパク質分解酵素には、血液凝
固を助けるという特筆すべき役
割を担っているものがあります。 
肝臓ではフィブリノゲンという 
タンパク質が合成され、血中に送
り込まれています。フィブリノゲ
ンが 損 傷 を 受 け た 細 胞 に 接 触 す
ると、フィブリンという粘着力があ
る不溶性の高分子タンパクになり
ます。フィブリン分子は損傷部に
すばやく集まり、凝血塊を形成し
て止血します。凝血が済むと、今
度はフィブリン分 解 酵 素 が 血中 
でつくられて、血栓の残らないよ
うに分解されます。このような 
血液粘度の調整が正常に行われる
ことで、循環系や体細胞の健康が
守られているのです。フィブリン
分解のために体内で合成される 
酵素は、ソマザイムや食品からも
摂取することができます。酵素の
補給でこの自然な機能をサポート
すれば、血液粘度の調整が良好にな
り、心臓や血管といった循環器系の
健康に役立ちます。◊

ソ マ ザ イ ム は 、補 助 栄 養 素 や 微
生 物、安定剤、活性剤、抗阻害剤な
ど様々な要素が凝縮された優れた
製品です。ソマザイムの活性酵素
は自然な方法で体の活力をサポー
トし、フリーラジカルと戦う体を助
け、免疫系と膵臓の健康維持に役立
ちます。◊

ご使用方法
１粒を１日３回、上限は１回に５
粒まで。酵素が消化の影響を受け
にく い 空 腹 時 の 摂 取 を お 勧 め し
ます。ソマザイムは全身の健康
のための酵素補給サプリメントで
あっ て 、消 化 促 進 用 の 製 品 で は
ありません。

◊これらの記述内容についてはアメリカ合衆国FDA(食品および薬品管理局)の評価を受けておりません。本品はいかなる病気に対しても、その診断、治療、予防を目的としたものではありません。



他のあらゆるサプリメントの場合と同様、妊娠中もしくは妊娠を希望している方、授乳中の方、医師による治療を受けている方、 
処方薬を服用されている方は、本品をご使用になる前に必ず担当医に相談してください。
ソマザイム™は安定状態の酵素を配合したサイトヴェックス（Cytovex™、塩酸リゾチーム、へスペリジン複合体、レモンビオフ
ラボノイド、ルチン、アミノ酸、グルタチオンを含む）と、ファイトザイム（PhytoZyme®、植物性酵素によるバイオアベイラビ
リティと30 種類以上の野菜・果物・ハーブのエキスがもたらす補助的な植物性栄養素の相乗作用を考慮して、当社が独自に 
開発した基剤）を使用しています。
アレルギー関連情報：本品は亜硫酸塩と卵由来のリゾチームを含有しています。また、本品の取り扱い施設では、魚/甲殻類、 
大豆、乳製品を含む製品も製造されています。
本品に配合されている成分のうち、トリプシン、パンクレアチン、スーパーオキシドジムスターゼ、塩酸リゾチームは動物性
原材料由来です。 
本品による動物実験は行っておりません。 

ご使用方法：タブレット1～5粒を1日に2～3回、食間の空腹時がおすすめです。

Lifeplus International  •  P.O. Box 3749, Batesville, Arkansas 72503  •  800-572-8446  •  www.lifeplus.com
この文書はアメリカ合衆国内で使用・配布することを前提として作成されています。

© 2020 Lifeplus International.  All rights reserved.	 6141 – JA-0120
	 US.SF.MOD 8E
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INGREDIENTS: Pancreatin, Bromelain, Cytovex™ proprietary 
stabilized and buffered enzyme base (Lysozyme HCl, 
Hesperidin Complex, Lemon Bioflavonoids, Rutin, Amino 
Acids (L-Lysine HCl, L-Glutamine, L-Arginine HCl, L-Leucine), 
and L-Glutathione), Papain (with Sulfites), Trypsin, Dicalcium 
Phosphate, Stearic Acid, Magnesium Citrate, Superoxide 
Dismutase, Microcrystalline Cellulose, Silica, PhytoZyme® 
proprietary blend (Bromelain, Papain, Alfalfa, Parsley, and 
vegetable and fruit concentrates from Blueberry, Carrots, 
Broccoli, Spinach, Cauliflower, Kale, Asparagus, Beet, Chili 
Pepper, Green Bean, Pea, Sweet Potato, Cucumber, Pumpkin, 
Snow Pea, Tomato, Watercress, Zucchini, Lima Beans, Maitake 
Mushroom, Banana, Cantaloupe, Cranberry, Guava, Lemon, 
Mango, Orange, Papaya, Peach, Pineapple and Grapefruit), 
Natural Peppermint Flavor, Serrapeptase, Magnesium Stearate, 
Zinc Sulfate, and Manganese Sulfate.
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Amount Per Serving % Daily Value
Zinc 1 mg 9%
Manganese 0.2 mg 9%

Hesperidin (from Hesperidin 
Complex)

20 mg *

Lemon Bioflavonoids 10 mg *
Rutin 8.5 mg *
L-Glutathione 150 mcg *
Pancreatin 150 mg *

Amount Per Serving % Daily Value
Papain 90 mg *
Bromelain 130 mg *
Lysozyme HCl 50 mg *
Trypsin 50 mg *
Superoxide Dismutase 15 mg *
Serrapeptase 5 mg *

*Daily Value not established.

Supplement Facts 
Serving Size / 1 Tablet 
Servings Per Container / 120


